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学校図書館実践テキストシリーズ2
学校図書館メディアの構成　修正・補遺

頁 該当行・図 修正・補遺　赤字部分
p. ５ 第 2 章　 2 . 

（1）  3） 逐次刊行物　→　継続資料（逐次刊行物）

p. ７ 第 ４ 章　 ４ ．
（1）　2） 書名目録からのアクセス　→　タイトル目録からのアクセス

p.28 下 2 行目 逐次刊行物　→　継続資料（逐次刊行物）
　　 下 1 行目 逐次刊行物　→　継続資料
p.29 上 ５ 行目 逐次刊行物　→　継続資料
p.62 下 ４ 行目 ②書名，原書名，　→　②タイトル，原タイトル，
p.63 下 6 行目 ②書名，原書名，　→　②タイトル，原タイトル，
p.７6 上 8 行目 ②逐次刊行物　→　②継続資料〔逐次刊行物〕

下 ５ 行目 逐次刊行物　→　継続資料
p.７8 下 12，

8 行目 書名（文献名）　→　タイトル（文献名）

p.７9 下 ７ ， 6 行目 書名　→　タイトル
下 ４ 行目 書名　→　タイトル（書名）

p.80 図 ４ ‐ 3 （さしかえ）　別紙 A‐ 1
p.81 上 3 行目 書名　→　タイトル（書名）

図 ４ ‐ ４ （さしかえ）　別紙 A‐ 2
p.83 上 ４ 行目 書名　→　タイトル
p.8４ 上 12，13，1５，

1７‐2４，28，
29 行目

書名　→　タイトル

上 13 行目 叢書名，統一書名　→　叢タイトル，統一タイトル
上 1７ 行目 書名には　→　タイトル（書名）には
上 20 行目 本書名，副書名　→　本タイトル，サブタイトル

下 10，
3 行目 別書名（並列書名）　→別タイトル（並列タイトル）

下 2 行目 書名の扱い　→　タイトル
p.8５ 図 ４ ‐ 6 （さしかえ）　別紙 B
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p.86 上 2 ， ４ ， 6 ，
9 ‐13，1５，18，
20，21，23，

2５ 行目

書名　→　タイトル

上 ４ 行目 本書名　→　本タイトル
上 ４ ， 9 行目 総合書名　→　総合タイトル（総合書名）

上 ４ 行目 別書名　→　別タイトル
上 6 行目 副書名　→　サブタイトル
上 ７ 行目 要語書名　→　要語タイトル

p.8７ 上 8 行目 ただし，900 部門の　→　ただし，高校の図書館では 900 部門の
　 社会科学では　→　社会科学は

上 9 行目 （高校では）　→　削除
下 13 行目 少ないから　→　多くないから

p.88 下 6 行目 書名　→　タイトル
p.89 上 3 行目 改訂版　→　三訂版

上 ４ 行目 1996　→　2003
上 13 行目 改訂版　→　改訂 3 版
上 1４ 行目 199４　→　2006
上 1５ 行目 目録記入を　→　目録記入と参照を
上 18 行目 『図書館情報学用語辞典』　→　『図書館情報学用語辞典』第

3 版
上 19 行目 199７　→　200７
上 20 行目  「……特定のタイトル，特定の著者，特定の主題に関する資

料を探し，現物を入手したいときに利用される。……」
↓

「……本来の目録は，特定の資料を確認したいときに利用さ
れる。……」

p.93 上 3 行目 改訂版　→　改訂 3 版
上 ４ 行目 199４　→　2006
上 10 行目 改訂版　→　三訂版
上 11 行目 1996　→　2003
上 1５ 行目 『図書館情報学用語辞典』　→　『図書館情報学用語辞典』第

3 版
上 16 行目 199７　→　200７
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p.9５ 上 20 行目
に挿入 2009 年『国際目録原則覚書』（Statement of International

Catalogying Principles）「パリ原則」にとって代わる新しい
原則

　　 下 ７ ， ５ 行目 書名　→　タイトル
p.96 上 21 行目に

挿入 2006（平 18）年　『日本目録規則　　198７ 年版改訂 3 版』

第 2 章図書（和古書・漢語部分）の増補，第 3 章書写資料の
増補改訂，第 13 章継続資料（旧逐次刊行物）の改訂版である。

p.9７ 下 6 行目 書名　→　タイトル
p.100 下 2 行目 並列書名　→　並列タイトル
p.10７ 上 2 行目 （逐次刊行物）　→　（継続資料）

上 3 行目 改訂版　→　3 訂版
p.122 カード

記入例 （さしかえ）　別紙 C

p.12７ 表 6 ‐ 1 （さしかえ）　別紙 D
p.132 下 8 行目 （たとえば，学術情報センター……）。→　（たとえば，国立

情報学研究所……）。
脚　注 URL  http://www.cat.op.nacsis.ac.jp/MAN 2 /CM/mokuji.html  

→　URL http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/MAN 2 /CM/
mokuji.html

p.133 図 6 ‐ 2 （さしかえ）　別紙 E
p.139 図 6 ‐ ５ （さしかえ）　別紙 F
p.1４1 下 8 行目 大木実：学校図書館のためのパソコン Q ＆ A　全国学校図

書館協議会　1999 （学校図書館入門シリーズ 2 ）　
学校図書館のシステム化についての意義から具体的なシステ
ム構築のための方法，さらに学校図書館システムの運用につ
いて解説している。

↓
大木実：学びが広がる学校図書館システムガイド　日外アソ
シエーツ　2003　2 冊（ 1：入門・システム編， 2：活用事
例編）
1：入門・システム編では学校図書館のシステム化について
の基本的要点を解説し， 2：活用事例編では具体的な事例と
今後の展望について解説している。

p.1４3 下 1４ 行目 書名　→　タイトル
p.1４8 表 ７ ‐ 2

0５ 逐次刊行物　→　継続資料
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p.188 下 6 行目 ビデオテープ，LD，CD などは，　→　ビデオテープ，LD，
CD，DVD などは，

下 3 行目 フロッピー資料，CD-ROM，電子ブックなどがあるが，　
→　フロッピー資料，CD-ROM，DVD，電子ブックなどが
あるが，

p.198 下 ４ ‐ 2
行目挿入 季節：“スキーに行こう”“クリスマス”“バレンタイン”

教科学習：“ダイオキシンを考える”“死刑制度”“裁判員制度”
“臓器移植”“地球温暖化”
人気のある資料：“ティーンズコーナー”“おすすめ本”“ラ
イトノベル”

p.20７ NDC 第 3 次区
分表（要目表）

の総記
（ 0 類）0５0

逐次刊行物　→継続資料（逐次刊行物）
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別紙A- ２

図 4 - 4　目録（カード）の記入例
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別紙C

タイトル目録カード
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別紙D

タイトルと著

者に関する事

項

タイトル

サブタイトル

表 6 - 1　JAPAN/MARCデータ要素一覧（抜粋）
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別紙E

簡略画面例（国立情報学研究所　WebcatPlus より）

詳細画面例（国立情報学研究所　WebcatPlus より）

図 6 - ２　検索結果の簡略表示画面と詳細表示画面の例
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別紙Ｆ

図 6 - 5　蔵書データベース化の経年変化
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